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近年、全国的に人口の減少や少子高齢化が進行し、地域の活力の低下

が大きな課題となっています。特に本町では、2040 年までに若年女性が

半減する「消滅可能性都市」に位置付けられていることから、人口減少

に歯止めをかけ、地方創生に向けて積極的に取り組んでいくことが求め

られています。 

 こうした中、私は、町長２期目の就任にあたり、「小山町を元気にす

る『金太郎大作戦』第二章」として、「金太郎のように力強い経済：雇

用と賑わい創出への挑戦」、「金太郎のようなたくましい子どもが育つ住

環境：人口増への挑戦」、「金太郎のような元気を支える福祉：福祉充実

への挑戦」を政策提言として掲げました。 

また、本町では昨年 10 月に「小山町人口ビジョン」及び「小山町まち・ひと・しごと創

生総合戦略」を策定し、2060 年に 17,000 人程度の人口を維持することを目標に、官民が一

体となって、「産業拠点の整備を中心とした多様な雇用機会の創出」、「居住環境の整備によ

る定住・移住の促進」、「結婚・出産・子育て環境の整備」、「様々な世代の町民が元気で安心

して暮らせる環境の整備」の４つの基本目標に取り組むこととしています。 

 地方分権の進展に伴い、地域のことは地域で決める時代となりました。私は、この小山町

をどのようなまちにしていくのか、町民の皆様と一緒に考え、そして行動に移していきたい

と考えています。このようなことから、昨年 12 月には、参加と協働によるまちづくりをよ

り一層推進していくため、「小山町自治基本条例」を制定しました。 

 この度策定した「第４次小山町総合計画 後期基本計画」には、私の政策提言を盛り込む

とともに、「小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げる４つの基本目標を後期基本

計画の重点施策として位置付け、施策の推進に、より一層のスピード感を持たせています。

また、施策評価の実施により本計画のＰＤＣＡサイクルを確立し、予算と連動させることで、

計画の実効性を高めています。さらに、「小山町自治基本条例」に定める基本理念と基本原

則を基本構想に反映させ、その考え方を後期基本計画の重点施策の一つに加えることで、こ

れまで以上に町民と一体となって、まちづくりを推進していくこととしています。 

「町民の力・地域の力」を最大限に活かし、一億総活躍ならぬ『町民総活躍』でまちづく

りに取り組み、『富士をのぞむ 活気あふれる 交流のまち おやま』の実現を目指しまし

ょう！ 

 おわりに、策定にあたり、貴重なご意見・ご提案をいただきました小山町総合計画審議会

委員の方々をはじめとする多くの町民の皆様に心からお礼を申し上げますとともに、今後と

も一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成２８年３月 

小山町長 込山 正秀 
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第１章 総合計画について 

１ 総合計画策定の趣旨 

本町では、平成 22 年度に、平成 23 年度から平成 32 年度を計画期間とする「第４次小山町総合計

画」を策定しました。 

また、基本構想に定める将来像“富士をのぞむ 活気あふれる 交流のまち おやま”の実現を

目指し、前期基本計画として、平成 27 年度までに取り組む 35 の施策とその目標を掲げ、官民一体

となって目標の達成に向け、取り組んできました。 

一方、この間、人口減少や少子高齢化の進行等、社会環境が大きく変化し、町民ニーズの多様化、

高度化への対応に加え、地方創生に向けた積極的な取組が求められています。 

こうした状況を踏まえ、誰もが夢と希望を持ち、いきいきと暮らせるまちづくりを目指すため、

前期基本計画を継承しつつ、社会環境の変化等を踏まえ、｢第４次小山町総合計画・後期基本計画｣

を策定するものです。 

 

２ 計画策定の基本的な考え方 

総合計画は、本町におけるまちづくりの指針であり、実効性のある計画とする必要があることか

ら、次の５つの考え方により策定しています。なお、本計画は現在策定中の「小山町国土強靭化地

域計画※」に反映することとしています。 

※国土強靭化地域計画：どんな自然災害が起こっても機能不全に陥らず、いつまでも元気であり続ける「強靭な地域」を

つくり上げるための計画です。また、強靭化に関する事項については、地域防災計画はもとより、地方公共団体におけ

る行政全般に関わる既存の総合的な計画よりもさらに上位に位置づけられます。 

（１）「町民の力、地域の力」を活かし、町民の参加と協働を目指した計画 

地方分権が進められるなか、町民ニーズの多様化などにより、今までのような、行政が主体とな

って地域づくりを進めていくことには限界があります。町民一人ひとりが率先して、様々な課題を

自らのものとして考え、課題の解決に向けて行動し、そのことに責任をもってまちづくりを進めて

いくことが必要です。 

こうした中、本町では、平成 27 年 12 月に自治基本条例を制定し、町民の参加と協働によるまち

づくりをより一層推進していくこととしました。今後、町民と行政が互いに地域の課題を共有し、

その解決に向けて、参加と協働により取り組んでいくことができるよう、この計画を共通のまちづ

くりの指針とします。 

（２）町民満足度の向上などの成果が分かる計画 

町民満足度の高い行政サービスを提供していくためには、町民から見て分かりやすい成果重視の

行政経営を進めていく必要があります。 

このため、町民満足度の向上に向けて、施策の目標を明確化するとともに、その達成度を測るこ

とのできる成果指標を設定することにより、町民の目線に立った分かりやすい計画とします。 
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第１部 序 論 

（３）行政評価や予算と連動する計画 

限られた経営資源を効率的に配分し、計画目標を着実に実現するためには、事業効果を評価し、

選択と集中による効果的・効率的な事業執行が必要です。 

このため、毎年度、計画に掲げた施策について行政評価（施策評価・事務事業評価）を実施する

とともに、その主要事業について向こう３年間の実施計画を定めることで、行政評価や予算編成と

連動させることとしています。 

（４）社会情勢の変化に柔軟に対応できる計画 

厳しい財政状況が続く中、費用対効果の観点から、施策の重点化を図り、財政の健全維持と新た

な行政需要に柔軟に対応できる計画としています。 

また、行政評価を通じ、計画のＰＤＣＡを確立し、必要な場合には総合計画の見直しを行うもの

とします。 

（５）「町長政策提言」及び「小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を踏まえた計画 

平成 27 年 4 月、町長政策提言（小山町を元気にする金太郎大作戦第二章）が示され、現在、「金

太郎のように力強い経済：雇用と賑わい創出への挑戦」、「金太郎のようなたくましい子どもが育つ

住環境：人口増への挑戦」、及び「金太郎のような元気を支える福祉：福祉充実への挑戦」の３つの

挑戦に取り組んでいます。 

また、同年 10月には、人口減少を克服し、地方創生を目指す「小山町まち・ひと・しごと創生総

合戦略」を策定し、「産業拠点の整備を中心に多様な雇用機会を創出する」、「居住環境の整備により

定住・移住を促す」、「結婚・出産・子育て環境の整備により若者世代の希望に応える」、及び「様々

な世代の町民が元気に安心して暮らせる環境を整備する」の４つの基本目標の下、官民一体となっ

た取組が進められています。 

このため、本計画は、「町長政策提言」及び「小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の内容を

踏まえた計画としています。 

 

３ 総合計画の構成 

この計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」をもって構成し、それぞれの内容、計画期間は

以下のとおりとします。 

 

＜基本構想＞ 

基本構想は、「基本理念」と、こうありたいと願うまちの姿である「将来像」、そしてそれを実現

するための「施策の大綱」を明らかにし、総合的かつ計画的な行政運営の指針となるものです。 

計画期間は平成 23（2011）年度から平成 32（2020）年度までの 10 年間でしたが、後期基本計画

を平成 28（2016）年度から平成 31（2019）年度までの４年間とすることに伴い、１年前倒しで基本

構想の実現に取り組むこととしました。 
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     H23                                 H32 

【変更前】          基本構想（H23～H32 の 10 年間） 

 

 

     H23                               H31 

【変更後】          基本構想（H23～H31 の９年間）         ←１年前倒し 

 

＜基本計画＞ 

基本計画は、基本構想に示す将来像を実現するために取り組むべき基本的な施策を、総合的かつ

体系的に明らかにするものです。前期基本計画は５年間でしたが、後期基本計画は「町長政策提言」

や「小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の計画期間との整合を図り、４年間とします。 

 【後期基本計画期間】平成 28（2016）年度から平成 31（2019）年度までの４年間 

 

＜実施計画＞ 

実施計画は、基本計画に定められた施策の主要事業について、向こう３年間の事業計画及び事業

費を明らかにするもので、行政評価の結果等を踏まえ、ローリング方式により毎年度更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：総合計画の構成と計画期間 
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第１部 序 論 

第２章 計画策定の背景 

１ まちの現状 

（１）人口特性 

本町の人口は、昭和 35（1960）年の約 29,000 人をピークに減少傾向が続いており、平成 27年 10

月１日現在では 19,371 人（住民基本台帳）となっています。 

地域別にみると、小山地区において減少傾向が大きく、他の地域では、ほぼ横ばいとなっていま

す。年齢３区分人口では生産年齢人口及び年少人口が減少傾向にある一方で、老年人口は増加傾向

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：地域別の人口推移                   図３：年齢３区分人口の推移 

 

（２）産業の状況 

①就業構造 

平成 22 年における本町の就業人口は、合計で 11,045 人となっており、減少傾向にあります。 

産業別にみると、第一次及び第二次産業は減少傾向にあり、特に第二次産業は平成２年を境に増

加から減少へ転じています。一方、第三次産業は、ほぼ横ばいで推移しています。 

 

 

 

 

・第一次産業…農業、林業、畜産業、水産業 

・第二次産業…製造業、建設業、鉱業、工業 

・第三次産業…サービス業・その他 

 

 

 

 

図４：産業別就業人口の推移 

国勢調査結果 
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②農業 

平成 22 年における農家数は 773 戸、経営耕地面積は 479ha となっており、いずれも減少傾向にあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：農家数・経営耕地面積の推移   

 

③工業 

平成 23 年度における従業員数は 2,406

人、製造品出荷額は 140 億円となっており、

いずれも減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

                   図６：従業員数・製造品出荷額の推移 

④商業 

平成 24 年における卸売業及び小売業の事業所数、従業者数、年間商品販売額は、以下のとおりと

なっています。 

○経済センサス（平成 24年） 

合           計 卸   売   業   計 小   売   業  計  

事業所数 従業者数 
年間商品 
販 売 額 事業所数 従業者数 

年間商品 
販 売 額 事業所数 従業者数 

年間商品 
販 売 額 

  (人) (百万円)   (人) (百万円)   (人) (百万円) 

149 776 39,408 20 175 30,892 129 601 8,515 
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第１部 序 論 

⑤観光交流客数 

 本町における観光交流客数は、平成 23年度の「道の駅すばしり」のオープンを契機に、毎年 400

万人を超える水準を維持しています。 

 宿泊客数については、平成 18 年度に外国人向けホテルがオープンし、急増しましたが、ここ数年

は 10 万人前後で推移しています。 

この他、富士登山客数（五合目来訪者数含む）については、マイカー規制の強化等により、平成

23 年度から平成 24 年度にかけて減少しましたが、平成 25年の富士山世界文化遺産登録を契機に増

加に転じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７：観光交流客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８：富士登山客数（五合目来訪者数含む）と宿泊客数の推移 
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n=836 

２ まちづくりへの町民の意向 

（１）町民意識調査の結果 

【調査概要】  

■ 調査方法 ：往復郵送・留置記入方式 

■ 調査対象 ：町内在住の 18歳以上、無作為抽出 

■ 配布票数 ：2,000 票 

■ 調査期間 ：発送・平成 27年１月初旬 回答締切・平成 27 年１月 26日 

■ 回収結果 ：回収票数 836 票（回収率 41.8％） 

 

①定住意向 

問 あなたは今後とも小山町に住み続けたいと思いますか。 

○定住意向がある人の割合は 74.5％となっている一方で、居住暦の短い方や若い方、女性などに

｢町外に移りたい｣と考える方もいます。 

 

 

 

 

 

問 小山町での暮らしの中で感じていることについてお聞きします。以下の項目について、現在、

あなたが感じているお気持ちに近いものはどれですか。 

○支持が高いものとしては「安全な水道水が安定供給されている」、「清らかで豊かな水資源が守

られている」、「交通事故や犯罪が少なく、安全で安心して生活できる」、「自然環境が保全され

ている」などとなっています。 

  一方、支持が低いものとしては、「賑わいのある商業地づくりを行っている」、「観光交流の取

組により、消費が拡大している」、「快適な公共交通が整備されている」などとなっています。（次

頁グラフ参照） 
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93% 

83% 

72% 

72% 

70% 

66% 

65% 

64% 

62% 

59% 

56% 

51% 

51% 

47% 

46% 

46% 

45% 

44% 

44% 

42% 

42% 

42% 

37% 

37% 

36% 

33% 

30% 

30% 

29% 

29% 

28% 

28% 

27% 

26% 

26% 

25% 

24% 

23% 

23% 

22% 

18% 

14% 

6% 

7% 

17% 

28% 

28% 

30% 

34% 

35% 

36% 

38% 

41% 

44% 

49% 

49% 

53% 

54% 

54% 

55% 

56% 

56% 

58% 

58% 

58% 

63% 

63% 

64% 

67% 

70% 

70% 

71% 

71% 

72% 

72% 

73% 

74% 

74% 

75% 

76% 

77% 

77% 

78% 

82% 

86% 

94% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安全な水道水が安定供給されている 

清らかで豊かな水資源が守られている 

交通事故や犯罪が少なく、安全で安心して生活できる 

自然環境が保全されている 

消防・救急体制が整っている 

消費生活のトラブルが少なく、安心して生活ができる 

伝統文化や郷土を大切にしている 

次世代を担う子どもたちが健やかに成長している 

汚水（下水）が適切に処理されている 

ご近所や地域で互いに支えあって暮らしている 

役場からの必要な情報が伝わっている 

地域に安心できる防災の仕組みがある 

子どもの教育について、学校、家庭、地域の連携が取れている 

ゴミの減量化や資源化が進んでいる 

必要な時に適切な医療が受けられる 

普段の生活の中で、男女が平等である 

富士山の景観を活かした美しいまちづくりができている 

生涯学習活動の機会や場が充実している 

生きる力を育む学校教育が行われている 

安心して子どもを生み育てる環境が整っている 

図書館が便利で使いやすい 

公園・緑地が確保されている 

介護が必要な状態になった場合、適切な公的サービスを受けることができる 

みんなが気軽にスポーツを楽しめる環境が整っている 

高齢者が自立していきいきと暮らしている 

みんなが主体的に健康づくりに取り組んでいる 

企業誘致を活発に進めている 

町民のための行政運営が行われている 

道路網が便利で、快適である 

地域コミュニティ活動が活発である 

町民が参加してまちづくりを進めている 

町の財政運営が健全である 

地域間交流や国際交流が活発に行われている 

地域資源を活用した観光交流に取り組んでいる 

小山町の魅力を町外に向けＰＲされている 

計画的な土地利用が行われている 

農林業の活性化に取り組んでいる 

誰もが住みやすい住環境が整っている 

周辺市町村との連携が進んでいる 

障がいのある人が社会参加し、自立している 

快適な公共交通が整備されている 

観光交流の取組により、消費が拡大している 

にぎわいのある商業地づくりを行っている 

第１部 序 論 

 

 

 

 

 

  

そう思う  そう思わない 
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16% 

14% 

13% 

13% 

11% 

9% 

9% 

4% 

4% 

4% 

3% 

1% 

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18%

公害がなく、災害対策及び防犯対策も充実した安全な地域 

商店や各種施設が立地する利便性の高い地域 

安心して子育てができ、質の高い教育が受けられる地域 

高齢者や障がい者もいきいきと暮らせる地域 

水辺や緑、田畑に囲まれた自然豊かな地域 

広域交通の利便性が確立された地域 

美しい景観、個性的な景観を有する心和む地域 

さまざまな人が訪れる観光資源の整った地域 

文化・スポーツ・コミュニティ施設が充実し、活動が活発な地域 

戸建て住宅が建ち並ぶ閑静な住宅地域 

歴史を感じる落ち着いた地域 

その他 

N=1571 

67% 

15% 

4% 

4% 

3% 

2% 

2% 

1% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

富士山に代表される自然環境のよさ 

ごみ収集、上下水道などの公共サービスの充実度 

 医療や福祉の充実度 

防災、防犯などの安全性 

歴史や伝統などの文化性 

その他 

スポーツや文化活動などのコミュニティ活動の充実度 

学校や公園などの公共サービスの充実度 

買物などの生活の利便性 

N=792 

問 町の政策全体について、どの程度満足していますか。次の中から１つ選んでください。 

○「満足している」は４％、「まあ満足している」が 38％で、合わせて 42％の人が満足していま

す。一方、「やや不満である」は 13％、「不満である」が６％で、合わせて 19％の人が不満であ

ると感じています。 

 

 

 

 

 

②まちづくりについて 

【小山町の誇り】 

問 小山町について誇りに思うことを選んでください。（1 つ選択） 

○最も多いのは「富士山に代表される自然環境のよさ」が 67％、次いで「ごみ収集、上下水道な

どの公共サービスの充実度」が 15％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域の将来像】 

問 あなたの住んでいる地域をどのような地域にしていったら良いと思いますか。（２つ選択） 

○最も多いのは「公害がなく、災害対策及び防犯対策も充実した安全な地域」が 16％、次いで「商

店や各種施設が立地する利便性の高い地域」が 14％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4% 

38% 

39% 

13% 

6% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

 満足している 

まあ満足している 

どちらともいえない 

やや不満である 

不満である 

N=792 
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49% 

29% 

19% 

3% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在の人口(2万人程度)を維持できるようにすべき 

大規模な開発や住宅地の整備などを行い、人口を増加させるべき 

全国的に減少するのだから、小山町も人口が減ってもやむを得ない 

その他 

N=812 

16% 

13% 

12% 

12% 

12% 

7% 

5% 

5% 

4% 

3% 

3% 

3% 

2% 

1% 

1% 

1% 

0% 5% 10% 15% 20%

病院や役所など生活施設が近く便利なこと 

緑や空気などの自然環境の良いこと 

買い物に便利なこと 

公共交通機関が充実していること 

防犯・防災の不安が少ないこと 

通勤・通学時間が短いこと（学校や会社が近くにある） 

近所づきあいなどがやりやすいこと 

教育環境が良いこと 

就学前の子どもの子育て環境が良いこと 

周辺の雰囲気、イメージがよいこと 

親戚・知人が近くにいること 

地価、家賃が手頃であること 

レジャー・スポーツ施設が近いこと 

住宅地が整備されていること 

建物の安全性が確保されていること 

その他 

N=2343 

第１部 序 論 

 

問 全国的に、今後人口減少が急速に進んで行くと予測されていますが、小山町の人口規模（平成

26 年 12 月 1 日現在：１９，６０５人）について、あなたはどのように考えますか。（1 つ選択） 

○最も多いのは「現在の人口（２万人程度）を維持できるようにすべき」が 49％、次いで「大規

模な開発や住宅地の整備などを行い、人口を増加させるべき」が 29％となっています。 

 

 

 

 

 

 

問 あなたが「住み続けたい」若しくは「住んでみたい」と思える理想の町の条件とは何ですか。 

（3 つ選択） 

○最も多いのは「病院や役所など生活施設が近く便利なこと」が 16％、次いで「緑や空気などの

自然環境の良いこと」が 13％、「買い物に便利なこと」、「公共交通機関が充実していること」及

び「防犯・防災の不安が少ないこと」が 12％となっています。 
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問 今後の住まいづくりについて、小山町としてどのような施策に力を入れていけばよいとお考え

ですか。（3 つ選択） 

○最も多いのは「安全・安心な住宅地に向けての防犯対策など、町民と行政による協働の取組」

と「高齢者や障がい者等のための福祉施設と連携した住宅の整備」が 12％、次いで「新婚世帯

や子育て世帯が快適に住むことのできる賃貸住宅の整備」が 11％、「地域の自然や歴史文化資源

と調和した魅力ある街なみ景観づくり」が９％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12% 

12% 

11% 

9% 

8% 

8% 

8% 

7% 

7% 

7% 

5% 

5% 

1% 

1% 

0% 5% 10% 15%

安全・安心な住宅地に向けての防犯対策など、町民と行政による協働取組 

高齢者や障がい者等のための福祉施設と連携した住宅の整備 

新婚世帯や子育て世帯が快適に住むことのできる賃貸住宅の整備 

地域の自然や歴史文化資源と調和した魅力ある街なみ景観づくり 

自然エネルギーを活用した環境と共生できる住宅整備に対する支援 

耐震診断や耐震改修など地震に強い住宅への改善に対する支援の充実 

町民・行政・事業者の協働による、地域特性をいかした各地域独自の住まいづくりの推進 

住宅の増改築や設備改善への支援 

高齢者や障がい者等が入居しやすく、安心して住み続けられる賃貸住宅の整備 

住宅が密集している地区の住環境整備（狭い道路の拡幅等） 

比較的安価な分譲住宅や宅地の供給 

住宅に困っている人が、安心して公的賃貸住宅等に入居できる仕組みづくり 

その他 

わからない 

N=2339 



13 

 

49% 

9% 

14% 

21% 

7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在の仕事を続けたい 

転職・就職したい 

パートやアルバイトで就労したい 

働きたくない 

その他 

N=776 

17% 

11% 

8% 

8% 

7% 

6% 

6% 

6% 

6% 

5% 

4% 

4% 

4% 

2% 

2% 

2% 

1% 

1% 

0% 

0% 

0% 5% 10% 15% 20%

一般事務従事者 

飲食物調理従事者 

社会福祉関係職業 

接客・給仕職業従事者 

清掃従事者 

専門的・技術的職業(研究者、技術者など) 

医療関係職業 

商品販売従事者 

その他 

教育関係職業 

サービス職業従事者(家庭・介護・保健) 

農林業従事者 

倉庫作業従事者 

生産工程従事者 

営業・販売事務従事者 

配達員 

保安職業従事者(警備員など) 

建設業従事者 

事務用機器操作員 

輸送・機械運転従事者 

N=171 

 

第１部 序 論 

問 【就業希望】 

あなたは、現在の職業を続けていきたいですか。（無職の方は就業を希望されますか） 

（1 つ選択） 

○最も多いのは「現在の仕事を続けたい」が 49％、次いで「働きたくない」が 21％、「パートや

アルバイトで就労したい」が 14％となっています。 

 

 

 

 

 

 

○「働きたくない」の回答者は「無職・70 歳代以上の高齢者」の方に多く、「パートやアルバイト

で就労したい」の回答者は「専業主婦・無職・60 歳代」に多くなっています。 

 

 

問 あなたが転職・就職、パート・アルバイトで就労したい職業は、次のうちどれに近いですか。 

（1 つ選択） 

○最も多いのは「一般事務従事者」が 17％、次いで「飲食物調理従事者」が 11％、「社会福祉関

係職業」と「接客・給仕職業従事者」が８％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



14 

 

【便利で快適なまち】1,451 票 

【安心・安全なまち】1,084 票 

【いきいきとしたまち】947 票 

【計画の推進のために】329 票 

22% 

21% 

15% 

11% 

10% 

8% 

6% 

3% 

3% 

0% 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

災害に強いまちづくり 

子育て支援の充実 

高齢者福祉の推進 

町民主体の健康づくりと地域医療の推進 

交通事故・犯罪のないまちづくり 

介護保険の充実 

地域で支え合う福祉の推進 

障がい者福祉の充実 

消防・救急対策の推進 

賢い消費者の育成 

21% 

18% 

17% 

12% 

8% 

6% 

6% 

5% 

5% 

3% 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

生きる力を育む学校教育の充実 

にぎわいのある商業の振興 

人が訪れ、消費が拡大する観光交流の振興 

活気ある工業の振興 

活気ある農林業の振興 

心豊かな生涯学習の推進 

スポーツ・レクリエーション活動の振興 

地域文化の振興と青少年の育成 

誰もが活躍できる男女共同参画の推進 

地域間交流・国際交流の推進 

45% 

24% 

22% 

8% 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

健全な財政運営の確立 

効率的な行政運営の推進 

町民との協働・共創 

広域連携の推進 

③重点施策について 

問 総合計画・前期基本計画では、以下のような体系で施策に取り組んできました。あなたは、今

後の後期基本計画においては、どの施策に重点的に予算を配分し取り組むべきと思いますか。 

（５つまで選択） 

○分野別では「便利で快適なまち」が最も多く、次いで「安心・安全なまち」、「いきいきとした

まち」の順となっています。また、個別施策が各分野に占める割合は、下表のとおりとなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20% 

16% 

11% 

10% 

9% 

8% 

7% 

6% 

5% 

4% 

4% 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

移動しやすい公共交通の充実 

清らかで豊かな水資源の保全と活用 

活力ある土地利用の推進 

恵まれた環境の保全 

便利で快適な道路網・情報網の整備 

安全な水の安定供給 

ゴミの減量化と適切な処理 

人と自然が調和する景観の形成と環境美化の推進 

公園・緑地整備の推進 

良好な住環境の実現 

適切な汚水処理の推進 
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第１部 序 論 

３ 時代の潮流と本町の課題 

（１）人口の減少と少子高齢化の進行 

本町の人口は、昭和 35（1960）年の約 29,000 人をピークに減少し、平成 27（2015）年 10 月現在

の人口は 19,371 人（住民基本台帳）となっています。平成 26（2014）年に日本創成会議が発表した

人口の将来推計では、平成 52（2040）年における本町の人口は約 13,400 人と約 6,000 人減少すると

されており、かつ 20 歳から 39 歳までの女性の 55％が減少する「消滅可能性都市」と位置付けられ

ています。 

人口の減少は、労働力の減少や商店等の生活利便施設の減少など、地域経済や町民生活に深刻な

影響を及ぼすことから、人口減少対策は喫緊の課題となっています。 

このため本町では、「小山町人口ビジョン」を策定し、人口の将来展望を行うとともに、人口ビジ

ョンに掲げる目標（2060 年に 17,000 人程度の人口を維持）を達成するために取り組むべき施策を「小

山町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（以下、「総合戦略」という。）として策定しました。 

 人口減少に歯止めをかけ、地方創生を実現するため、この総合戦略を着実に推進していくことが

求められています。 

また、平成 27 年 10 月現在の高齢化率は 26.7％で、平成 22 年の 22.4％に比べ 4.3 ポイント増加

しており、今後、さらなる増加が見込まれています。こうした中、高齢者をはじめ、町民誰もがい

きいきと自立して生活できるような環境づくりが求められています。 

 

（２）安全・安心志向の高まり 

近年、南海トラフ巨大地震や富士山噴火の発生が危惧されており、また、台風、豪雨等の多発化

などにより、自然災害に対する町民の不安が増大しています。 

自然災害以外でも、インターネットを利用した犯罪や高齢者等を狙った特殊詐欺、さらには、世

界各地で頻発するテロなど、犯罪等の増加に伴い、人々の安全・安心志向はこれまで以上に高まっ

ています。 

本町では、防災対策はもとより、防犯対策や交通安全対策など、町民の安全な生活の確保に取り

組むとともに、町民の相談窓口を強化するなど、消費者問題やＤＶなどの問題への対応も進めてい

ますが、今後も引き続き、町民や地域と連携し、災害に強いまちづくりを推進するとともに、犯罪

や事故を含めた危険の回避に取り組んでいく必要があります。 

 

（３）富士山の世界遺産登録 

平成 25 年６月、富士山が世界文化遺産に登録されました。本町は「富士山頂のあるまち」として、

その保全と活用に取り組んでいくことが求められています。 

これまでも、富士山の環境を守るため、清掃活動や廃棄物パトロールなどのごみ対策、登山者へ

のマナー啓発及び植樹活動など様々な取組を実施してきましたが、今後も引き続き、町民や事業者、

来訪者等と連携・協働し、保全に取り組む必要があります。 

また、富士山を目指して、国内外から多くの観光客が訪れることから、富士山を活用して観光振

興につなげていくことが期待されています。 
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（４）自然環境との共生 

地球温暖化や PM2.5 による大気汚染等、地球規模での環境問題が深刻化する中で、限りある資源

の循環による、環境に負荷の少ない社会構造、生活スタイルへの変化が求められています。 

こうした中、町民の環境に対する意識が高まっており、自然保護活動の拡大や廃棄物対策・リサ

イクルの推進などの取組が進められています。 

本町では、ごみの分別やリサイクルを町民とともに推進していますが、これまで以上に、地球環

境保全の取組を進めるとともに、自然と調和したまちづくりを進めていく必要があります。 

また、本町は、豊富で良質な水資源を工業用水などに利用し、発展してきました。豊富な地下水

がもたらす豊かな環境の持続や湧水地の保全は大きな課題となっています。潤いと安らぎを享受で

きる豊かな水と緑を後世に引き継ぐために、富士山、足柄山、各地の湧き水、河川など自然環境を

生かした取組や保全活動を継続的に推進することが求められています。 

 

（５）経済のグローバル化と景気の低迷 

アジア諸国の急速な経済成長と産業構造の高度化が進む中、製造業をはじめとした幅広い分野で

国際市場とのつながりが強まり、経済活動のグローバル化が進行しています。一方、米国に端を発

した世界的な景気後退などの影響により、国内経済も依然として不透明な状況が続いています。 

本町においても、産業全般を通じ、厳しい状況となっていることから、三来
み ら い

拠点事業を中心に企

業誘致を積極的に進めるとともに、民間事業者との連携等を通じて産業を活性化し、まちの活力を

向上させていくことが必要となっています。 

 

（６）地方分権の進展と町民との協働の広がり 

事務や権限の本格的な市町村への移譲など、自己決定・自己責任を基本原則とする地方分権が進

められており、自治体には政策面、財政面で厳しい行政運営が求められています。 

その一方で、生活水準の向上や長寿命化、価値観の多様化、余暇時間の増大に伴い、「物質的な豊

かさ」から「心の豊かさ」が求められるようになっています。また、自らのまちは自らの手で住み

やすいまちに変えていこうとする意識が高まっており、全国的に、多様な分野での住民による地域

活動が活発になってきています。 

本町においても、平成 26 年度に地域住民が主体となって、町内５地域（各小学校区）毎に「金太

郎計画 2020」を策定し、現在、その計画の実現に向けて取り組んでいます。 

また、平成 27 年度には、町民と協働で小山町自治基本条例を制定しました。今後は、この条例に

基づき、町民をはじめ、ＮＰＯ、事業者等と参加と協働によるまちづくりを進めていくことが求め

られています。 

 


